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◇
今
年
も
高
岡
が
二
勝
！
～
本
山
杯
野
球
大
会
～ 

八
月
三
十
日
（
土
）、
第
五
十
八
回
本
山
杯
寺
族
青
年
野
球
大

会
（
富
山
教
区
担
当
）
が
県
営
富
山
野
球
場
に
て
開
催
さ
れ
、

寺
族
青
年
の
親
睦
と
と
も
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
昨
年

台
風
接
近
に
伴
い
中
止
と
な
っ
た
た
め
二
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

た
今
大
会
は
、
昨
年
に
続
い
て
高
岡
教
区
野
球
チ
ー
ム
が
本
願

寺
チ
ー
ム
、
富
山
教
区
本
願
寺
ク
レ
シ
ャ
ー
ス
を
破
り
二
勝
と

本
山
杯
の
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
。 

富
山
教
区
本
願
寺
ク
レ
シ
ャ
ー
ス
と
の
本
山
杯
で
は
、
今
大

会
初
参
加
の
二
選
手
を
含
む
十
五
名
が
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

富
山
教
区
に
六
対
一
で
勝
利
し
た
。
こ
の
試
合
で
は
、
初
参
加

の
山
嵜
翔
真
投
手
（
氷

見
組
明
善
寺
）
が
富
山

打
線
を
二
安
打
一
点

と
ほ
ぼ
完
ぺ
き
に
抑

え
て
、
終
始
危
な
げ
な

い
試
合
運
び
と
な
り
、

昨
年
に
続
い
て
本
山

杯
を
手
に
し
た
。 

本
願
寺
チ
ー
ム
と

の
対
戦
で
は
、
初
回
に

初
参
加
で
あ
る
冨
樫

慶
哉
選
手
（
氷
見
組
光

照
寺
）
の
ラ
イ
ト
ス
タ

ン
ド
へ
の
先
頭
打
者

本
塁
打
を
皮
切
り
に

初
回
に
四
点
を
取
っ

た
も
の
の
、
三
回
に
本

願
寺
が
連
打
を
重
ね

同
点
に
追
い
つ
く
シ

ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
な
展

開
と
な
っ
た
。
終
盤
ま
で
も
つ
れ
た
試
合
は
、
高
岡
チ
ー
ム

が
満
塁
か
ら
の
連
打
で
二
点
を
勝
ち
越
し
、
六
対
四
で
勝
利

し
前
回
大
会
に
続
い
て
二
勝
を
挙
げ
た
。
ま
た
、
富
山
対
本

願
寺
の
試
合
で
は
九
対
八
で
富
山
が
勝
利
し
た
。 

今
年
の
本
山
杯
野
球
大
会
は
各
チ
ー
ム
に
高
校
生
や
大

学
生
等
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
若
手
が
加
わ
り
、
猛
暑
の
中
は
つ
ら

つ
と
し
た
プ
レ
ー
で
各
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
た
の
が
印
象

的
で
あ
っ
た
。 

尚
、
本
山
杯
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
は
、
本
願
寺
と
の
対
戦
で
先
頭
打

者
本
塁
打
を
放
っ
た
冨
樫
慶
哉
選
手
（
氷
見
組
光
照
寺
）
が

選
ば
れ
た
。
敢
闘
賞
に
は
富
山
戦
で
先
発
・
完
投
し
た
、
山

嵜
翔
真
投
手
（
氷
見
組
明
善
寺
）
が
選
ば
れ
た
。
大
会
終
了

後
、
夕
方
よ
り
、
本
山
、
富
山
、
高
岡
の
各
教
区
野
球
部
関

係
者
に
よ
る
表
彰
式
と
交
歓
会
が
呉
羽
ハ
イ
ツ
で
開
催
さ

れ
、
お
互
い
の
健
闘
を
称
え
あ
っ
た
。 

次
回
も
二
勝
を
目
指
し
て
高
岡
教
区
担
当
で
二
〇
二
六

年
八
月
最
終
土
曜
に
行
な
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。 

 

◇
教
区
災
害
救
援
活
動
専
門
委
員
会 

寺
族
青
年
会
茶
話
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

去
る
八
月
二
十
九
日
（
金
）
輪
島
市
門
前
町
諸
岡
地
区
道

下
第
二
団
地
集
会
所
に
て
、
災
害
救
援
活
動
専
門
委
員
会
と

寺
族
青
年
会
が
茶
話
会
を
行
っ
た
。 

か
き
氷
や
呉
羽
梨
・
い
ち
じ
く
・
夏
野
菜
等
を
茶
話
会
の

席
に
配
り
、
お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
被
災
者
の
方
々
と
の
対

話
の
時
間
を
設
け
た
。 

若
手
僧
侶
が
十
分
程
度
の
法
話
を
行
っ
た
後
、
ゆ
っ
く
り

と
傾
聴
す
る
時
間
を
設
け
、
皆
さ
ん
が
話
す
こ
と
の
で
き
る

場
所
作
り
を
意
識
し
て
積
極
的
に
寺
族
青
年
会
員
達
が
話

か
け
に
行
っ
て
い
る
姿
は
、
炊
き
出
し
と
は
違
っ
た
支
援
活 
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動
の
形
で
あ
り
、
今
後
も
続
け
て

い
き
た
い
と
感
じ
た
。 

最
後
に
、
仏
教
婦
人
会
か
ら
の

寄
付
で
い
た
だ
い
た
梅
干
し
、
ご

門
徒
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
夏

野
菜
や
呉
羽
梨
、
お
菓
子
な
ど
を

小
分
け
に
し
て
配
布
し
た
。
参
加

者
の
方
々
か
ら
は
「
美
味
し
い
梨

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し

い
。」「
夏
野
菜
い
た
だ
け
て
嬉
し

い
で
す
。
あ
り
が
と
う
。
」
と
喜

ん
で
い
た
だ
け
た
。 

  ◇
仏
教
婦
人
会
連
盟
・
寺
院
女
性
会
連
盟
合
同 

実
践
運
動
研
修
会
開
催 

去
る
八
月
二
十
七
日
（
水
）

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
高

岡
教
区
仏
教
婦
人
会
連

盟
・
寺
院
女
性
会
連
盟
合
同

実
践
運
動
研
修
会
が
開
催

さ
れ
た
。
今
年
度
の
テ
ー
マ

は
、『
時
代
社
会
の
変
容
の

中
で
こ
れ
か
ら
の
浄
土
真

宗
を
考
え
る
』
に
設
定
し
、

ご
講
師
は
林
史
樹
さ
ん
（
伏
木
組
要
願
寺
）
と
福
田
慶
隆
さ
ん
（
五
位
組
廣

済
寺
）
の
お
二
人
を
お
迎
え
し
、
研
修
会
を
行
っ
た
。 

研
修
会
は
、
仏
教
婦
人
会
連
盟
寺
院
女
性
会
連
盟
合
わ
せ
て
七
十
二
名
に

参
加
を
い
た
だ
き
、
福
田
慶
隆
さ
ん
の
問
題
提
起
の
あ
と
、
七
班
に
分
か
れ

て
理
解
を
深
め
、
そ
し
て
、
全
体
会
で
は
、
各
班
か
ら
の
意
見
集
約
を
も
と

に
ご
講
師
の
林
さ
ん
よ
り
助
言
が
な
さ
れ
た
。 

各
班
よ
り
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
「
こ
れ
か
ら
の
浄

土
真
宗
を
考
え
る
う
え
で
、
私
た
ち
が
大
切
に
す
べ
き
こ
と
と
は
何
か
。
そ

の
た
め
に
何
を
改
め
て
い
く
の
か
。
と
も
に
話
し
合
い
中
で
み
教
え
に
基
づ

い
た
在
り
方
を
目
指
す
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
」
と
助
言
が
な
さ
れ
た
。 

                  

☆お知らせ☆ 
 

高岡教務所では今年度もカレンダーの注文を受

け承ります。 

お電話で注文頂ければご寺院宛に配達を致します。 

※担当の北鹿渡までご連絡ください。 

 
法語カレンダー  ・・・・・・ １６０円 

 

ほのぼのカレンダー・・・・・・ １５０円 

 

月々のことば   ・・・・・・１０００円 

 

心に響くことば  ・・・・・・ １４０円 
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◇
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

全
戦
没
者
を
悼
み
平
和
を
願
う
つ
ど
い
二
〇
二
五
報
告 

 

 
八
月
四
日(

月
）
午
後
二
時
よ
り
「
第
三
十
二
回
全
戦
没
者
を
悼
み
平
和
を

願
う
つ
ど
い
」
を
西
本
願
寺
高
岡
会
館
礼
拝
堂
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

全
戦
没
者
追
悼
法
要
で
は
泉
井
敬
文
教
務
所
長
の
調
声
、
第
一
、
第
二
ブ
ロ

ッ
ク
の
組
長
の
結
集
に
よ
る
正
信
念
仏
偈
を
勤
修
し
、
多
く
の
参
加
者
が
先

の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
追
悼
を
い
た
し
ま
し
た
。 

記
念
講
演
で
は
本
願
寺
史
料
研
究
所
研
究
員
の
近
藤
俊
太
郎
さ
ん
を
招
き

「
戦
後
八
十
年
を
迎
え
て―
戦
時
下
の
本
願
寺
と
現
在
の
私―

」
と
い
う
テ

ー
マ
で
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

講
義
で
は
「
戦
時
下
で
の
教
団
に
よ
る
戦
争
協
力
」
の
具
体
例
と
し
て
①
門

主
消
息
、
執
行
長
訓
告
に
よ
る
僧
侶
・
門
信
徒
に
対
す
る
協
力
の
呼
び
か
け

②
戦
争
お
よ
び
国
家
神
道
体
制
を
正
当
化
す
る
戦
時
教
学
の
確
立
③
仏
教
婦

人
会
教
化
や
仏
教
青
年
会
な
ど
の
教
化
団
体
で
の
報
国
の
つ
ど
い
等
の
開
催

⑤
兵
士
に
対
し
て
戦
争
を
正
当
化
し
、
恐
怖
や
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
を
目

的
と
し
た
従
軍
布
教
・
ま
た
海
外
で
の
占
領
地
域
で
の
布
教
活
動
で
あ
る
海

外
開
教
⑥
現
世
で
は
天
皇
や
国
家
に
従
い
、
死
後
の
こ
と
は
阿
弥
陀
如
来
に

お
任
せ
と
い
う
、
誤
っ
た
真
俗
二
諦
の
教
旨
を
積
極
的
に
打
ち
出
し
た
、
と

い
う
事
例
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

中
で
も
、
教
学
を
歪
曲
し
た
真
俗
二
諦
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
門
主
の
権

威
を
利
用
し
、
そ
れ
が
近
代
本
願
寺
派
教
学
の
基
本
線
と
な
り
、
教
団
が
積

極
的
に
軍
国
主
義
に
追
随
す
る
推
進
力
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

従
軍
布
教
の
一
例
と
し
て
日
露
戦
争
旅
順
総
攻
撃
時
に
投
入
さ
れ
た
第
九

師
団
に
対
す
る
従
軍
布
教
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
第
九
師
団
は
主
に
石
川
・
富

山
・
福
井
と
い
っ
た
北
陸
出
身
者
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
真
宗
門
徒
で

あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
出
撃
を
控
え
た
兵
士
に
対
し
、
従
軍
僧
と
し
て
派
遣

さ
れ
た
布
教
使
は
「
明
日
か
ら
の
戦
い
は
仏
教
の
不
殺
生
戒
に
は
少
し
も
抵

触
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
は
平
和
と
正
義
の
た
め
の
戦
い
だ
か
ら
で
あ
る
。

捕
虜
や
負
傷
者
に
対
し
て
は
慈
悲
を
示
す
べ
き
で
あ
る
が
、
国
家
の
た
め
に

死
ぬ
の
は
名
誉
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
身
を
惜
し
ま
ず
戦
い
な
さ
い
。
恐
怖
が

生
じ
た
な
ら
ば
念
仏
を
称
え
て
頑
張
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
趣
旨
の
法
話

を
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
第
九
師
団
の
兵
士
は
口
々
に
「
南
無

阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
な
が
ら
、
機
関
銃
陣
地
に
突
撃
し
多
数
の
戦
死
者
を
出

す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
様
は
「
念
仏
突
貫
」
と
呼
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

当
時
の
記
録
に
は
「
第
一
回
の
総
攻
撃
で
第
九
師
団
は
ほ
と
ん
ど
全
滅
と
言

わ
れ
た
。
真
宗
門
徒
の
半
死
半
生
の
兵
士
は
皆
口
の
中
で
は
称
名
を
唱
へ
て

居
る
。
夜
に
な
る
と
全
部
が
『
南
無
阿
弥
陀
仏
』
を
や
る
の
で
そ
れ
が
ご
う

ご
う
と
聞
こ
え
る
位
で
あ
る
。
助
け
て
く
れ
な
ど
と
言
う
者
は
一
人
も
い
な

い
（
要
約
）」
と
あ
り
、
宗
教
利
用
の
恐
ろ
し
さ
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。 

ま
た
、
終
戦
五
十
周
年
全
戦
没
者
総
追
悼
法
要
を
契
機
と
し
て
戦
争
に
関

わ
る
教
団
の
諸
事
実
を
厳
し
く
問
い
教
団
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
あ
き
ら

か
に
す
る
た
め
に
「
戦
争
問
題
」
検
討
委
員
会
を
発
足
し
た
こ
と
を
挙
げ
、

そ
こ
で
示
さ
れ
た
種
々
の
課
題
は
、
そ
こ
か
ら
三
十
年
近
く
が
経
過
し
た
今

な
お
、
教
団
の
今
日
的
な
課
題
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

教
団
の
戦
後
問
題
に
関
す
る
制
度
的
な
決
着
は
つ
い
た
も
の
の
、
そ
れ
だ

け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
教
団
に
関
わ
る
一
人
一
人
が
平
和
を
願
う
取
り
組

み
に
連
な
り
、
自
身
の
信
仰
を
絶
え
ず
確
か
め
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
政
治
と
宗
教
を
め
ぐ
る
問
題
が
複
雑
化
す
る
現
在
、
戦
争

と
仏
教
・
教
団
を
め
ぐ
る
歴
史
に
つ
い
て
主
体
的
に
学
び
を
深
め
る
重
要
性

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
本
年
の
つ
ど
い
や
こ
れ
ま
で
の
集
い
で
学
ん
だ
事
を
熟
考
し
こ
れ
か
ら
も

非
戦
・
平
和
の
学
び
を
深
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
九
月
十
七
日
に
東
京
・

千
鳥
ヶ
淵
で
行
わ
れ
ま
す
全
戦
没
者
追
悼
法
要
に
も
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 
【
ヤ
ス
ク
ニ
問
題
専
門
委
員
会
委
員
長 

菊
地
勢
滋
】 
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◇これからの日程（9/12～10/28）◇ 

 

 ９月 教区・財団行事 教化団体・組行事  

  

14 

16 

17 

19 

20 

23 

24 

25 

 

26 

27 

29 

30 

10月 

１ 

 

３ 

６ 

８ 

９ 

14 

16 

18 

28 

常例法座 

聖典セミナー 

千鳥ヶ淵全戦没者追悼法要（～18日）  

僧侶研修会 

僧侶研修会 

 

 

 

 

連研活動推進委員会 

 

常任委員会 

組長会 

 

教務所午後から休業 

※職員研修会のため 

 

連研研修講師研修会 

 

 

常例法座 

聖典セミナー 

 

 

コーラス（午前） 

富山真宗学会 

 

 

寺青 50周年チャリティーイベントナムナムサンガ  

同朋委員会 

ビハーラ高岡公開講座 

高寿会研修旅行 

 

北陸ブロック真宗青年のつどい・岐阜（～28 日）  

ヤスクニ問題専門委員会 

教学研究室 

 

 

 

ビハーラサロン 

 

講社役員会 

仏婦実践運動研修会 

 

 

仏壮パークゴルフ 

コーラス（午前）  

     

     

      

    

☆お知らせ☆ 

『法輪せんべい』販売について 

平素より法輪せんべいをご愛顧いただきましてまこ

とにありがとうございます。 

お茶菓子やご法事・ご法座の折のお扱いにいかがで

しょうか。お申し込み先は下記のとおり。 

FAXでのお申し込みも承ります。どうぞご利用下さい。 

一袋二枚入りで価格は次の通り 

・特大箱（１７０袋）１０，０００円 

・１ 組 （１０袋）   ６００円 

法輪せんべい専用電話サービスは終了いたしました。 

今後は下記公式 LINE 若しくはメールにてご注文くだ

さい。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

お申込み先 

高岡教務所内（寺族青年会担当） 

メール hourin18@gmail.com 

 

【西本願寺高岡会館１０月の常例法座】 

ご講師： 池 内  瑞 雄  師 

（ 新 湊 組 円 徳 寺 ）  

ご講題：『 未 定 』 
 午後１時２０分頃からビデオ上映、２

時からお正信偈六首引のお勤めです。ど

うぞお誘いあわせてお参りください。  

ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

『みほとけとともに』 
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 

 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～
6:10 
 

●１０月１２日（日） 

     圓 山  望  師 

（高岡教区） 

 

●１０月２６日（日） 

     濵 野 信 宏 師 

（高岡教区） 

 

※高岡教区及び富山教区が主催し、北日本放送

（KNB）にて毎週日曜日午前６時から放送して

おります「西本願寺の時間」は、放送を継続し

ております。 

また、西本願寺では、動画配信サイトを設置

し法話等を配信しております。ご視聴ください。 

 

https://broadcast.hongwanji.or.jp/ 

 

  

 

  

mailto:メールhourin18@gmail.com
https://broadcast.hongwanji.or.jp/

